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１．は じ め に
情報教育の研究（その１）においては，生涯学習システム学部芸術メディア学科のゼミにお
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RAM（Random Access Memory），グラフィックカード（Motherboard 基盤上に付属してい




























































































































４．お わ り に
本稿では，情報教育の研究（その１）に続き，情報教育の実践と指導方法についての検証を
行った。自作 PCの組み立てを通して，その構造と仕組みを理解する当初の目的を発展させ，
一人で自作 PCを組み立てることができるようになるまでの指導方法の考案とその実践により
以下の考察を得た。
自作 PCの指導方法においては，マニュアルだけの説明では，力加減や接続方法などの細か
い点で実際の組み立てと異なるため理解する事が難しく，実際に組み立てながら説明する事が
重要であった。
また，一人で自作 PCを組み立てられる様になるには，個人的な理解度の差も含め複数回
（３回以上）の組み立てが必要であることが明らかとなり，段階的な指導方法として，初めに
実際に組み立てながら説明し，二回目に古い PCパーツで組み立て練習を行い，３回目に実際
に自分で自作 PCを組み立てることで顕著な効果が見られ，さらに互いに教えあう事や他者に
指導することで，より理解が深まると考えられる。
大学生（専門・一般的な情報教育を学んだ者），学校の授業や教科書で情報教育を学んだ中・
高校生，情報教育を学んでいないが日常的に PCを使用している高齢者施設従事者を対象に自
作 PCの指導方法を行い，いずれにおいても組み立て方法と仕組みについての理解が得られ，
同様の成果が確認できた結果により，専門的な教育を受けた学生のみならず，対象者を広げた
生涯学習としての可能性が明らかになったと考えられ，更に理解しやすい指導方法の考案や実
践について今後の課題とする。なお，本研究は，北方圏学術研究の研究助成により実施した。
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